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⑴  目 的 

  宇都宮市では，ライトライン沿線の賑わい創出と更なる交流の促進に向け，飛山

城跡停留場周辺において，地域資源と連携し，ライトラインを生かした都市部と農

村部の交流の促進や，地域住民等の利便性の向上など，停留場周辺において，地域

振興等に資する土地利用を推進することを目指しています。（以下，「本事業」とい

う。） 

  本事業は，当該停留場周辺の民地等を活用した取組となることから，民間主体に

よる，地域振興につながる機能の導入等により，ライトライン沿線地域の更なる活

性化が図れるよう，新たな土地利用を進めるにあたっての事業スキームや取組内容

などについて検討しています。 

  本調査は，本事業への参画意向のある民間事業者から幅広く意見・提案等を募る

サウンディング型市場調査（以下，「サウンディング」という。）を実施し，「地域の

ポテンシャルの把握」，「土地利用のアイデア」，「実現可能な事業スキーム」などを

明らかにし，当該エリアの活性化に民間の活力や知見を最大限活かした取組を進め

る上での情報収集等を目的としています。 

 

＜留意事項＞ 

○ 提案された意見やアイデア等は，今後の参考として活用します。 

○ 対話型市場調査への参加が，本事業を推進する上でのインセンティブ等となるこ 

とはありません。 

 

⑵ サウンディングの位置づけ等 

飛山城跡停留場周辺における新たな土地利用方針等の策定を見据え，事業性の 

確認や，土地利用等を進める上での課題等を把握するために実施するものです。 
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⑶ サウンディングのスケジュール 

 本調査の実施スケジュールは下記のとおりです。 
 

サウンディング実施要領の公表 令和７年１月２７日（月） 

質問受付期間 
令和７年１月２７日（月）～ 
令和７年２月２８日（金） 

質問回答 令和７年３月下旬頃 

本調査への参加申込期限 令和７年２月２０日（木） 

参加法人への守秘義務対象資料の提供 令和７年２月２１日（金） 

提案書の提出期限 ～令和７年４月１８日（金） 

サウンディングの実施日時 
及び場所の連絡 

～令和７年４月下旬頃 

サウンディング(対話)の実施 令和７年５月下旬頃 

実施結果（概要）の公表 令和７年６月下旬頃 
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⑴ 対象区域の概要 

所在地 宇都宮市竹下町 

対象エリアの

範    囲 
飛山城跡停留場を中心とした半径約５００ｍの範囲 

土地利用規制 （現   在）市街化調整区域・農業振興地域・ 

想定浸水深 0.5ｍ～3.0ｍ未満 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 

（事業実施時） 未定（現在と同様） 

・周辺人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪飛山城跡停留場周辺の現況写真≫ 

 

２ 対象区域 

飛山城跡停留場 

総数 男 女
半径500㍍ 172 324 156 168
半径１㌖ 815 1806 916 890
半径３㌖ 9,147 20,714 10,629 10,085

人口停留場中心円 世帯数

半径５００㍍ 半径１㌖ 

出典：ミヤ研 GIS により算出 
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≪飛山城跡停留場周辺の都市計画図≫ 

  

至 平石中央小学校前停留場 

鬼 怒 川 

※ライトライン宇都宮駅東口停留場まで約２０分 

至 清陵高校前停留場 
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≪対象エリアの状況等≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ピンクエリアにおける土地利用

の可能性について確認させてい

ただきたい。 

飛山城跡停留場 

②飛山城史跡公園 

（とびやま歴史体験館） 

①停留場南側周辺の駐車場等 

③鬼怒川 
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⑵ 対象区域の現状等 

 ア 停留場周辺の地域資源の状況 

  

  



 

7 

 

区分 名称・所在地 概要等 

公
園
緑
地
等 

飛山城史跡公園 
宇都宮市竹下町 380-1 

・飛山城は鎌倉時代の後半に芳賀高俊によって築かれたと伝えられ、
豊臣秀吉の命で破却されるまで、芳賀氏の重要な拠点として機能し
てきた。現在の城跡は、城域がもっとも拡大した戦国時代のもので、
掘立柱建物５棟・竪穴建物２棟を復元、整備。また、古代竪穴建物、
平安時代初めの「烽家」に関係する建物を復元整備。 

とびやま歴史体験館 
宇都宮市竹下町 380-1 

・飛山城の歴史とともに昔の人々の暮らしを身近に感じ、体験する施
設。芳賀氏と宇都宮氏の歴史紹介のほか、発掘調査で出土した遺物
や模型等を展示。「烽家」と書かれた平安時代の墨書土器も出土して
いることから、「のろし」に関連した資料も展示している。体験ｺｰﾅ
ｰでは、小袖や甲冑を試着、勾玉や土器作りが出来る。 

石井緑地 
宇都宮市石井地内 

・鬼怒川河川敷に整備された運動公園 
・面積 6.4ha、野球場 4 面、サッカー場４面 
・利用者数（H27） 野球場:29,454 人 多目的運動広場:34,055 人 

道場宿緑地 
宇都宮市道場宿地内 

・鬼怒川河川敷に整備された運動公園 
・面積 8.9ha、野球場 2 面、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場４面 
・利用者数（H27） 野球場：5,289 人 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場：3,870 人 

清原工業団地 2 号､3 号緑地、 
宇都宮市清原工業団地内 

・工業団地の緩衝緑地として整備された緑地公園 

竹下後久保児童公園 
宇都宮市竹下町 435 

・滑り台、ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ、鉄棒、砂場等 
 約 300 ㎡ 

竹下運動場 
宇都宮市竹下町 1199 

・サッカーグランド、ナイター照明付き 
 約 5500 ㎡ 

鬼怒川ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾙｰﾄ周回ｺｰｽ 
 

・道場宿緑地付近をスタート地点として柳田大橋から鬼怒橋を経由し
て鬼怒川を周回する 1 周約 8km のｺｰｽ。 

・ｼﾞｬﾊﾟﾝｶｯﾌﾟｻｲｸﾙﾛｰﾄﾞﾚｰｽ 25 回記念大会に合わせて鬼怒川周回ｺｰｽを整
備。※計画地周辺は一般道路を通行 

鬼怒川鮎釣りスポット ・柳田大橋、石井鬼怒橋周辺は鮎釣りスポットに位置づき、このｽﾎﾟｯ
ﾄ間には、4 カ所の放流地点がある。 

・放流地点(石井鬼怒橋､増渕ｵﾄﾘ下流､飛山､柳田大橋下流) 

医療施設 
田中医院 

宇都宮市竹下町 435-6 
・内科・循環器科・糖尿病代謝内科・甲状腺科 

福
祉
施
設 

飛山の里福祉施設ﾊｰﾄ飛山 
宇都宮市竹下町 1199-1 

・就労継続支援Ｂ型、 
・農作業（稲作、しいたけ栽培、除草作業の他に地域農家に出向いて

農作業を手伝ったり、直売所と協力して出荷する野菜の袋詰め作
業等）を実施。 

社会福祉法人とちぎﾗｲﾄｾﾝﾀｰ 
宇都宮市竹下町 1200 

・就労継続支援 B 型、主に視覚障害者の作業を実施。 

老人ﾎｰﾑ ｼｬﾄｰおおるり 
宇都宮市竹下町 435-9 

・ケアハウス 
・60 歳以上（ご夫婦の場合はどちらか）の高齢者が入居。 

老人ホーム おおるりの森 
宇都宮市竹下町 435-344 

・特別養護老人ホーム(定員 70 人) 

障害支援施設ひばり 
宇都宮市竹下町 435-159 

・入所支援(約 30 名)、短期支援、生活支援、地域生活支援を実施 

東石井保育園 
鐺山町 977 番地 1 

・経営主体：社会福法人愛親会  
 園児定員 ：９０名 

文
化
財 

飛山城跡 
宇都宮市竹下町 380-1 

・国指定史跡昭和 52 年（1977）国史跡に指定、平成 4 年度 
（1992）から史跡整備のための発掘調査を実施。 

同慶寺 
宇都宮市竹下町 1107 

・（市有形文化財）銅鐘、木造阿利帝母坐像 
・（市史跡）氏累代の墓碑 

竹下浅間山古墳 ・（市史跡）墳丘は失われている。古墳時代後期の 7 世紀に築かれ 
た前方後円墳。現在は墳丘の一部と横穴式石室を復元している。 

ｵｵﾊﾞﾎﾞﾀﾞｲｼﾞｭ ・（市天然記念物） 
ﾋｲﾗｷﾞ 宇都宮市竹下町 438 ・（市天然記念物） 

直
売
所
等 

岡田ぶどう園直売所 
宇都宮市竹下 467 

・ブドウ、梅､ﾄｳﾓﾛｺｼ、栗など 

ﾌﾟﾁﾏﾙｼｪきよはら 
宇都宮市竹下町 311 

・野菜、パン、雑貨等、 
・飛山の里福祉施設を中心にした農福連携の店 

工
場
等 

ｱｷﾓ漬物工場 
宇都宮市石井町 2341 番地 

・野菜を中心とした加工食品の製造･販売、漬物の製造･販売、惣菜の
販売、直売所あり。工場見学実施 

若山商店石井工場 
宇都宮市石井町 2340 

・菓子製造・食品加工 

宇都宮酒造 
宇都宮市柳田町 248 

・酒造会社 販売所あり 
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 ◇ 飛山城史跡公園の入園者数 

 入園者数（年間） 備考 

令和２年度 ２４，７８４人  

令和３年度 ２４，０１５人  

令和４年度 ２５，７２６人  

令和５年度 ３６，５８６人 
ライトラインの開業等により 

前年度比約１．４倍 

 

◇  飛山城史跡公園無料送迎サービスの実施状況について 

ライトライン飛山城跡停留場と飛山城史跡公園を結ぶルートを，タクシーや

マイクロバスを運行し，無料で送迎を行うサービスを以下日程で実施した。 

・ 第１回：令和６年５月２日（木）～６日（月）の５日間 

・ 第２回：令和６年９月１４日（土）～１６日（月）の３日間 

・ 第３回：令和６年９月２１日（土）～２３日（月）の３日間 

 合計利用者数 １日平均利用者数 合計運行回数 

第１回 ５８４人  １１６．８人  ２３１回  

第２・３回 ３９９人  ６６．５人  １５０回  

 

◇  飛山城跡停留場周辺の写真 

  

飛山城跡停留場前ロータリー 

ライトラインと鬼怒川橋梁 

ライトラインと鬼怒川 

飛山城史跡公園から鬼怒川を望む 
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イ 土地利用に係る制限 

  ・ 区域区分：市街化調整区域 

  ・ 農業振興地域：該当（農用地区域を含む） 

  ・ 災害ハザードエリア：想定浸水深０．５～３．０ｍ，家屋倒壊等氾濫想定区

域（氾濫流），飛山城史跡公園の北東と西側は，土砂災害 

              特別警戒区域及び土砂災害警戒区域 

  ・ 開発許可：市街化調整区域は開発面積の規模に関係なく許可が必要 

         都市計画法第３４条第１４号による包括承認または個別案件 

  ・ 開発規制：災害ハザード⇒想定浸水水位高以上に居室が確保できるよう，盛 

                土やピロティ化などの対策が必要 

               ⇒家屋倒壊等想定氾濫区域の場合，ＲＣ構造，鉄骨

構造等 

        ：農用地区域⇒農地転用は原則禁止であり，農用地等として利用の

みとなり，転用する際は農用地区域から除外後，

申請が必要 

 

ウ 公有財産に係る制限 

  ・ 地方自治法 

   ≪行政財産≫ 

    ・ 売却・貸付は原則不可。ただし，その用途又は目的を妨げない限度にお

いて，貸し付け，又は私権を設定することが可能（法第２３８条の４第７

項） 

    ・ 都道府県道や市町村道も行政財産であり，道路認定されたものは，占用

許可として取り扱う。（道路法第３２条） 

    ・ 行政財産の用途廃止により，普通財産にすることが可能 

    ≪普通財産≫ 

    ・ 売却・貸付，また信託などの私権設定が可能（法第２３８条の５） 

 

 エ 文化財に係る制限 

  ・ 文化財保護法 

   ≪国指定史跡飛山城跡≫ 

    ・ 指定地内における火気の使用，掘削を伴う開発行為，景観を損なう工作

物の設置等は，史跡の価値を損ねるため制限される。なお，文化財の現状

を変更しようとする際には，文化庁の許可が必要である。 

  ・ 宇都宮市文化財保護条例 

   ≪市指定文化財≫ 

    ・ 文化財の価値を損ねる行為は制限され，文化財の現状を変更しようとす

る際には，市の許可が必要である。 
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⑶ 土地利用に関する方針 

  提案にあたり，以下の方針をご確認下さい。 

 ➢ 「都市計画マスタープラン」 

   飛山城跡停留場周辺は，鬼怒川の自然環境や豊かな農業生産基盤などの地域特 

  性を活用した土地利用に加え，飛山城跡などの周辺の地域資源と連携し，ＬＲＴ 

  を活かした都市部と農村部の交流の促進や地域住民等の利便性の向上など，地域

振興に資する土地利用を図ります。 

 ➢ 「市街化調整区域保全の方針」 

  ③ 飛山城跡停留場周辺 

鬼怒川の自然環境，豊かな農業生産基盤，飛山城跡などの地域資源の活用や， 

ＬＲＴを活かした都市部と農村部の交流の促進，地域住民等の利便性の向上を

図るため，地域振興等に資する新たな土地利用を促進する。 

【土地利用の考え方】 

 飛山城跡停留場周辺については，鬼怒川の自然環境，豊かな農業生産基盤，飛山

城跡などの地域資源の活用やＬＲＴを生かした都市部と農村部の交流の促進，地域

住民やライトライン利用者の利便性の向上を図るなど，地域振興等に資する新たな

土地利用の促進を目指しています。 

 

≪機能のイメージ≫ 

 農産物販売，農業体験，農村レストラン，広場，コミュニティスペース， 

グランピング施設，健康増進施設など 
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⑴ 基本事項 

 ア 土地利用方針で示す全ての機能の導入を必須とするものではありません。 

イ 公序良俗に反する事業の提案は認められません。 

 ウ 対象区域の一部のみを利用した提案も可能です。 

   なお，土地の最有効使用や安全性の確保，事業成立性等の観点から，民間事業

者の責任において，近隣の土地と一体的に土地利用する提案を妨げません。 

 エ 以下の項目を踏まえて，提案してください。 

 

  ① 土地利用の方針 

    飛山城跡停留場周辺は，鬼怒川の自然環境や農業生産基盤などの地域特性を

活用した土地利用に加え，飛山城跡などの周辺の地域資源と連携し，ライトラ

インを生かした都市部と農村部の交流促進や，地域住民等の利便性向上など地

域振興等に資する新たな土地利用を推進します。 

 

  ② 土地利用に関する提案 

【導入機能】 

   ・ 土地利用方針における導入機能のイメージを踏まえ，具体的な機能やその

規模についてお示しください。 

  ・ 複数の施設の組合せや，１つの施設が複数の機能を併せ持つ提案も可能です。 

 

  【建物に関すること】 

    設置箇所，建築面積，延べ床面積，階数，建物高さ，用途，構造などをお示

しください。 

    なお，建築物等の高さについては，当該地が市街化調整区域であることなど，

周辺環境を考慮して提案してください。 

 

  【地域の振興に関すること】 

    導入機能について，地域の特性や地元企業を考慮した提案とするなど地域振

興に配慮してください。 

 

  【魅力や付加価値を生み出す取組に関すること】 

施設整備や運営に当たり，提案する区域も含め，地域の魅力を高め，付加価値

を生み出すランドスケープの工夫や施設のゾーニングなど独自の取組をお示し

ください。 

   (例) 敷地内の緑化，オープンスペース，統一感のある景観形成 

   (例) イベントに対応した屋根付き広場の設置，アウトドアファニチャーの設

置 など 

３ 前提条件 
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  【歩行者動線，駐車場，道路等に関すること】 

    歩行者動線（通路），駐車場（台数，通行動線），周辺道路との調整，交通対

策などをお示しください。 

    ≪特記事項≫ 

対象区域内において，必要に応じて道路境界に設ける歩行者空間等の整備

は，民間事業者が行い，市による整備は行いません。 

 

  【その他】 

    当該地が想定浸水深 0.5～3.0ｍであることや周辺に農地が広がっているこ

とを踏まえ，提案してください。 

 

  ③ 事業の実現性について 

  【事業の考え方】 

   ア 事業手法 

     実現可能性のある事業手法について，現在考えられている施設の整備主体                     

や運営主体，スケジュール等をお示しください。 

   イ 事業期間 

     実現可能性のある事業期間についてお示しください。 

   ウ その他 

  当該エリアについては，民有地も含まれていますが，将来的な地区計画制

度の活用などにより，面的な土地利用の実現を目指しています。 

 

【事業収支の考え方】 

事業用地の取得費，施設整備費などの事業収支計画や資金計画についての考え

方や予定をお示しください。 

   ≪特記事項≫ 

・ 提案いただいた期間や金額等は，あくまで参考に調査するものです。今

回の提案内容を履行しようとするものではありません。 

    ・ 積算の根拠としたものがあればお示しください。 

    ・ 金額等の試算が困難な場合は，現時点での考え方や検討状況をお示しく

ださい。 

 

  【その他】 

   土地利用に関する条件緩和など，提案事業の実現のために必要なご意見や提案

があればお示しください。 

   

⑵ 提案内容の取扱い 

  サウンディング型市場調査の結果について，令和７年６月下旬頃の公表を予定し

ていますが，知的財産権保護の観点から，概要のみの公表を考えています。 

  また，提案事業者名については，公表しません。 
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⑴ 基本事項 

 ア コンセプト 

鬼怒川の自然環境，豊かな農業生産基盤，飛山城跡などの地域資源の活用や

ＬＲＴを生かした都市部と農村部の交流の促進，地域住民やライトライン利用

者の利便性の向上を図るなど，地域振興等に資する新たな土地利用の促進を目

指しています。 

 

 イ 導入機能 

  ・ 賑わいや交流を創出する機能 

  ・ 周辺の地域資源等を活用した地域の振興につながる機能 

  ・ 東部総合公園（令和８年３月供用開始予定）や，清原トランジットセンタ

ーとの相乗効果の発揮が期待できる機能 

 

⑵ 配慮事項 

 ア ライトライン停留場と近接する特性を生かした取組とすること。 

 イ 周辺環境・景観への影響に配慮するなど，地域との調和を図ること。 

 

⑶ その他留意事項 

 ア 関連計画の内容を踏まえてご提案下さい。 

 イ 公序良俗に反する事業の提案は認められない。 

 ウ 対象区域全体に対して提案して下さい。 

 

⑷ 提案内容 

 ア 事業内容に関すること 

  ・ 整備イメージ 

  ・ 施設の用途・規模 

  ・ 施設構成・土地利用・配置イメージ 

  ・ 本市が導入を目指す機能を実現するための提案，実現可能性 

  ・ 交流・賑わいを創出する仕掛け（ソフト事業） 

  ・ 予想来訪者数，収益モデルなど 

  ・ ライトラインの利用促進など本事業によって期待できる効果 

 

 イ 事業実施条件に関すること 

  ・ 事業スキーム（土地・建物所有形態，事業手法，官民の役割分担など） 

  ・ 民間事業者において管理可能な施設の範囲，管理費，管理方法 

  ・ 民間事業者が負担できる整備費 

  ・ 市に求める支援や配慮事項 

４ 提案内容 
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  ・ 運営に関する事項（営業時間，駐車場の運営に関する考え方など） 

 

ウ その他 

  ・ 周辺地域資源や周辺住民等との連携を図るための方策など 

  ・ 地域活性化など地域貢献への考え方など 

 ・ 事業実施にあたっての周辺道路との調整・交通対策など 

 ・ 事業実施にあたっての課題・条件など 

 ・ 事業全般に関する意見要望など 
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⑴ 基本要件 

  対象地に関心のある法人または，法人のグループとします。 

⑵ 参加の制限 

  栃木県暴力団排除条例（平成２２年栃木県条例第３０号）第２条第１号又は 

同条第４号の規定に該当するものは参加者として認めません。 

 

 

 

 

⑴  調査への参加申込み 

本調査への参加を希望する場合は，【(様式２号）参加申請書類チェック表】から

【（様式７号）守秘義務に関する誓約書】までに必要事項を記入し，件名を「サウンデ

ィング型市場調査参加申込み（事業者名）」として，申込先へ電子メールにて御提出く

ださい。（※様式７号は原本を郵送してください。） 

  

ア 申込受付期間 

   令和７年１月２７日(月） ～ 令和７年２月２０日(木）午後５時まで 

 イ 申込先 

   提出先（２２頁）のとおり 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

⑵  質問の受付 

  本調査の実施内容について質問がある場合は，【（様式１号）質問書】に必要事項

を記入し，件名を「サウンディング型市場調査質問（事業者名）」として，申込先へ

電子メールにて御提出ください。 

 

ア 質問受付期間 

   令和７年１月２７日(月） ～ 令和７年２月２８日(金）午後５時まで 

  

５ 参加資格 

６ 参加手続き 

〇 参加申請書類 

・ 様式２号「参加申請書類チェック表」（参加申請書類の最初に添付し提出） 

・ 様式３号「参加申請書」（法人グループ参加の場合は代表法人が提出） 

・ 様式４号「法人グループの代表法人及び構成員一覧表」（法人グループ参加の場合のみ提出） 

・ 様式５号「法人グループの代表法人への委任状」（法人グループ参加の場合のみ提出） 

・ 様式６号「暴力団排除に関する誓約書」（法人グループ参加の場合は各構成員も提出） 

・ 様式７号「守秘義務に関する誓約書」（法人グループ参加の場合は各構成員も提出） 
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イ 申込先 

提出先（２２頁）のとおり 

 ウ 質問回答 

令和７年３月下旬頃に，宇都宮市ホームページで公表します。 

 エ その他 

   すべての質問に回答するとは限りません。本調査の実施上必要と認めたものに

ついてのみ回答します。 

 

⑶  参加辞退 

  参加申請書類の提出後に参加を辞退する法人は，様式８号「参加辞退届」を提案

書類受付の締切日までに提出してください。 

 

 

⑷ 構成員の変更 

  法人グループ参加の場合，ヒアリングが終了するまでの期間，市において支障が

ないと判断した場合，構成員の変更を認めることがあります。その場合には，必要

に応じ提案事業者に書類の再提出を求める場合があります。 

 

⑸  参加資格の確認 

 ・ 参加資格有無の確認は，参加申請書類及び添付書類により行います。 

 ・ 参加申請に関し当該書類の提出法人，代表法人等に問い合わせする場合があり

ます。 

 ・ 結果通知において，参加資格の有無について通知を行います。 

 ・ 結果通知は，様式３号「参加申請書」に記載の法人担当者へ電子メールにて行

います。 

 

⑹ 守秘義務対象資料等の提供 

様式３号及び様式７号を提出した参加法人に対して，守秘義務対象資料等を提供

します。 

 ア 提供方法 

   様式３号及び様式７号を提出した法人に該当資料を電子メールで送付します。 

 イ 提供日 

   令和７年２月２１日（金） 
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⑴ 提案書類 

 ・ 参加事業者は，「提案書」を提出してください。 
 ・ 複数の提案を行うことはできません。 
 ・ 提案書類の様式等については次のとおりです。 
 
 ア 提案書 

  ・ 様式９号「提案書」により必要事項を提案してください。 
  ・ 様式，フォントは自由ですが，文字サイズは１０．５ポイント以上を基本とし 

てください。 
  ・ 本実施要領「４ 提案内容」を踏まえて提案してください。 
  ・ 添付書類として，建物の概要や外構等を表した図面等（立面図，断面図，

パース等），交通対策の考え方については，できる限り作成し提出してくださ

い。 
  ・ 法人グループ参加の場合は，各構成員の役割を記載してください。 
 

イ 提案書類の部数等 

  ・ 提案書類は，紙媒体で５部提出してください。併せて提案書類のＰＤＦデー

タをＷｉｎｄｏｗｓで読み込み可能なＣＤ－ＲＯＭ（１枚）に保存し提出して

ください。 
  ・ 提案書類の受付後，内容の変更はできません。ただし軽微な変更は除きます。 
  ・ 受付期間，提出方法，様式等は「８ 受付期間等」を参照してください。 
 
⑵ 提案の無効 

  次のいずれかに該当する場合，提案は無効とします。 
  ・ 参加申請書類，提案書類等の当市へ提出の書類（以下「提出書類」という。）

に虚偽の記載があった場合 
  ・ 提出書類に第三者の著作権，その他知的財産権に抵触する内容を含んでいる 

場合 
 

⑷  提案内容の取扱い 

  サウンディングの結果については，令和７年６月下旬頃にその概要の公表を予定

しています。（公表にあたっては，参加事業者に事前に公表内容を確認します。） 
なお，知的財産権保護の観点から，概要のみを公表することとし，参加事業者名

については，公表しません。 
  

７ 提案書類の提出 
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⑷ その他 

・ すべての提出書類において，使用する言語は日本語とし，単位は計量法（平

成４年５月２０日法律第５１号）に定めるもの，通貨単位は円，時刻は日本標

準時とします。 

・ 本調査に参加した事業者は，市との対話において知り得た対象区域等に係る

情報等について，守秘義務を負います。 
・ 本調査への参加に要する費用（対話への参加，資料作成等）は，全て参加事 

業者の負担とします。 
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⑴ 提出書類の受付期間等 

  提出書類に関する受付期間，提出書類，提出方法は次のとおりです。 

項目 受付期間 提出書類 

参加申請 令和７年２月２０日（木）午後５時まで 様式２～７号 

質問 令和７年１月２７日（月）から 

令和７年２月２８日（金）午後５時まで 

様式１号「質問書」 

提案書類 令和７年４月１８日（金）午後５時まで 様式９号 

添付書類，ＣＤ－ＲＯＭ 

 
⑵ 様式集 

  サウンディングの様式は，次のとおりです。 

項目 様式番号 様式名 

質問関係 様式１号 質問書 

参加申請関係 様式２号 参加申請書類チェック表 

 様式３号 参加申請書 

 様式４号 法人グループの代表法人及び構成員一覧表 

 様式５号 法人グループの代表法人への委任状 

 様式６号 暴力団排除に関する誓約書 

 様式７号 守秘義務に関する誓約書 

 様式８号 参加辞退届 

提案書類関係 様式９号 提案書 

 参考資料 添付書類（交通対策，パース等） 

 

  

８ 受付期間等 
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⑶ 提出先及び連絡先 

  提出書類の提出先及び連絡先は，次のとおりです。 

  〒３２０－８５４０ 栃木県宇都宮市旭１丁目１番５号 

  宇都宮市 都市整備部 ＮＣＣ推進課 企画事業グループ 

  担当者：齊藤 

  電 話：０２８（６３２）２７４９ 

  ＦＡＸ：０２８（６３２）５４２１ 

  電子メール：u55000505@city.utsunomiya.tochigi.jp 

 

 

⑷ 関連調査等への協力 

  本調査終了後も必要に応じて，追加ヒアリング（文書，電話，電子メールでの

照会を含む）やアンケート等，関連調査等への協力依頼をさせていただくことが

ありますので，その際は御協力をお願いします。 

 

  

mailto:u55000505@city.utsunomiya.tochigi.jp
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